
川上村川上村川上村川上村 仕事と住まいのワンセットプロジェクト仕事と住まいのワンセットプロジェクト仕事と住まいのワンセットプロジェクト仕事と住まいのワンセットプロジェクト

○川上村では、他の地域と同様、集落で孤立する高齢者の安全・安心の確保や若者の定住促進が課題だが、空き家を確保できても、住宅の改修費用がかか

るなど良質な住まいを確保することが難しかった。また、移住希望者がいても就職機会があるか分からず、移住につながっていなかった。

○このため、県も川上村からの相談に応じて協力を行い、住まい住まい住まい住まいだけでなく、仕事もセットで移住者に紹介する「仕事と住まいのワンセットプロジェクト」だけでなく、仕事もセットで移住者に紹介する「仕事と住まいのワンセットプロジェクト」だけでなく、仕事もセットで移住者に紹介する「仕事と住まいのワンセットプロジェクト」だけでなく、仕事もセットで移住者に紹介する「仕事と住まいのワンセットプロジェクト」を実施。

その結果、３年で３年で３年で３年で10101010世帯世帯世帯世帯28282828名の移住があり、うち子どもが名の移住があり、うち子どもが名の移住があり、うち子どもが名の移住があり、うち子どもが10101010名増名増名増名増。

○平成２７年度末には、若者向けに移住を体験するシェアハウスを建設若者向けに移住を体験するシェアハウスを建設若者向けに移住を体験するシェアハウスを建設若者向けに移住を体験するシェアハウスを建設。 空き家再生等推進事業空き家再生等推進事業空き家再生等推進事業空き家再生等推進事業((((国庫補助事業）を活用。既存の建物を国庫補助事業）を活用。既存の建物を国庫補助事業）を活用。既存の建物を国庫補助事業）を活用。既存の建物を改築してシェアハウスとして整備。改築してシェアハウスとして整備。改築してシェアハウスとして整備。改築してシェアハウスとして整備。
ポイントポイントポイントポイント

川上村が総力をあげて、田舎暮らしを応援します。田舎で暮らしたいけれど仕事が心配・住まいが心配。そんな田舎暮らしの心配にお応えします。川上ingツアーは、川上村の職と住、生活環境などを若手職員がご案内します。 議論する役場の若手職員 平成27年度末に完成したシェアハウス「人知のいえ」／すでに入居も始まっている役場の若手職員
川上川上川上川上inginginging ツアーツアーツアーツアー 移住体験シェアハウス移住体験シェアハウス移住体験シェアハウス移住体験シェアハウス

住住住住ままままいいいいままままちちちちづづづづくくくくりりりり課課課課職職職職員員員員ややややココココンンンンササササルルルルタタタタンンンントトトトのののの派派派派遣遣遣遣にににによよよよりりりり計計計計画画画画段段段段階階階階かかかからららら技技技技術術術術的的的的なななな支支支支援援援援をををを実実実実施施施施。。。。
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空き家対策支援の強化とまちの企画設計空き家対策支援の強化とまちの企画設計空き家対策支援の強化とまちの企画設計空き家対策支援の強化とまちの企画設計

ポイントポイントポイントポイント

○郊外住宅地の多くが奈良県の平均よりも高齢化率が高い。
○開発時期が古い団地ほど高齢化率が高い傾向があるが、団地により人口構成の特徴や高齢化率の高さに違いがある。

S40 S50 S60 H7 H171 9 6 5 1 9 7 5 1 9 8 5 1 9 9 5 2 0 0 5できごと 1 9 7 3 ～7 4 第一次オイルショック 1 9 9 0 バブル崩壊1 9 7 9 ～8 0 第一次オイルショック 1 9 9 5 阪神淡路大震災

学園前（1970戸） S39                   S45関屋北 S43 S44

橿原NT（2440戸） S41                                                                                           S61下三橋（郡山NT） S44                                                                          S59東生駒 S46～西大和NT（5750戸） S43                                                                                    S62西真美ヶ丘 S46                                    S54立野 S47 H2真美ヶ丘 S47 H3

平城（10800戸） S45 H3真弓（1580戸） S47                                 S57泉原 S47        S49あすか野（1551戸） S48                 S53若葉台 S51              S59

鹿ノ台（2500戸） S47                S53明神（1535戸） S52                S57青山（1900戸） S52                S58さつき台 S54                                 H5旭ヶ丘 S58                               H19

朝倉台（1180戸） S50              S59

■郊外住宅地の開発時期

■郊外住宅地の高齢化率と人口構成

高齢化率が30%以上の郊外住宅地
高齢化率は比較的高いが若い世代も多い

○奈良県の大規模な郊外住宅地は昭和40年代～昭和50年代に開発されているものが多い
■事業主体・手法別地区数

開発許可、区画整理が主

開発後30年以上経過した住宅地（朝倉台） 新しい住宅地（旭ヶ丘）

民間開発が過半を占める
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空き家の予防／住み続けられる郊外住宅地づくり空き家の予防／住み続けられる郊外住宅地づくり空き家の予防／住み続けられる郊外住宅地づくり空き家の予防／住み続けられる郊外住宅地づくり

○年齢別○年齢別○年齢別○年齢別人口増減の状況人口増減の状況人口増減の状況人口増減の状況（（（（2005年から年から年から年から2010年の増減）年の増減）年の増減）年の増減）

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

○郊外住宅地郊外住宅地郊外住宅地郊外住宅地では、同じ年齢層の世代が多く入居し、奈良県平均よりも高齢化率が高い。現行のトレンドのまま推移すると、２２２２００００４４４４００００年年年年ににににはははは地地地地域域域域内内内内

の約６０％が空き家又は空き地となる可能性がある団地も存在の約６０％が空き家又は空き地となる可能性がある団地も存在の約６０％が空き家又は空き地となる可能性がある団地も存在の約６０％が空き家又は空き地となる可能性がある団地も存在。

○一方で、一定数の子育て世帯の転入は続いており一定数の子育て世帯の転入は続いており一定数の子育て世帯の転入は続いており一定数の子育て世帯の転入は続いており、教育環境や治安の良さなど子子子子育育育育てててて世世世世帯帯帯帯がががが重重重重視視視視すすすするるるる郊郊郊郊外外外外住住住住宅宅宅宅地地地地のののの良良良良ささささををををアアアアピピピピーーーールルルルすすすするるるるここここととととにににに

より、さらに転入を促進できる可能性より、さらに転入を促進できる可能性より、さらに転入を促進できる可能性より、さらに転入を促進できる可能性がある。

高齢化率３高齢化率３高齢化率３高齢化率３４％４％４％４％○年○年○年○年齢別人口構成齢別人口構成齢別人口構成齢別人口構成(2010年）年）年）年） ○今後の世帯数推移（推計）○今後の世帯数推移（推計）○今後の世帯数推移（推計）○今後の世帯数推移（推計） ○今後の空き家・空き地率の推移（推計）○今後の空き家・空き地率の推移（推計）○今後の空き家・空き地率の推移（推計）○今後の空き家・空き地率の推移（推計）
県平均高齢化率（2010年） ２４％ 2015年の４４％

子育て世帯の流入あり

パターン①：現在の趨勢どおり推移する場合パターン②：全区画の0.5%相当の転入が増加した場合パターン③：他地域への転出者が０となった場合
現状の趨勢で推移すると、地区の約６０％が空き家・空き地になる

郊外へのニーズが3割以上
○住み替えにあたり希望する住○住み替えにあたり希望する住○住み替えにあたり希望する住○住み替えにあたり希望する住宅のタイプ宅のタイプ宅のタイプ宅のタイプ ○新築・中古の希望○新築・中古の希望○新築・中古の希望○新築・中古の希望

○○○○住住住住みみみみたたたたいいいいとととと思思思思うううう地地地地域域域域（都心・都市近郊・郊外・田舎より選択）○○○○住住住住みみみみ替替替替ええええ先先先先ととととししししてててて、、、、住住住住ままままいいいいやややや周周周周辺辺辺辺環環環環境境境境ににににつつつついいいいててててどどどどののののよよよようなことを重視するか（上位５つ）うなことを重視するか（上位５つ）うなことを重視するか（上位５つ）うなことを重視するか（上位５つ）9.8 7.3 10.4 3.7 0.0 6.1 0.6 10.4 0.6 3.7 6.1 0.0 11.0 5.5 2.4 0.6 0.0 10.4 3.7 6.1 1.2 0.6 

11.0 7.3 8.5 9.1 0.0 2.4 2.4 8.5 1.2 0.6 7.9 1.8 7.3 4.9 2.4 1.2 0.6 12.2 4.3 4.9 0.6 0.6 

11.0 7.3 9.1 4.9 1.2 4.3 2.4 6.7 0.0 1.8 11.0 3.0 7.9 4.9 3.7 2.4 0.0 10.4 3.0 4.3 0.6 0.0 

7.3 2.4 11.0 4.9 0.0 3.0 2.4 8.5 0.0 2.4 11.6 2.4 12.2 4.3 9.1 2.4 0.0 6.7 5.5 3.7 0.0 0.0 

7.9 6.7 6.1 4.3 1.2 4.3 1.2 3.7 1.2 1.8 15.9 1.8 7.3 7.3 4.3 5.5 0.0 6.7 5.5 4.9 1.8 0.6 

0% 20% 40% 60% 80%住宅の広さや間取り敷地の広さ（駐車スペースや駐車台数、庭 等）日あたり・風通し住宅性能（耐震性、断熱性、気密性、バリアフリー、遮音性 等）道路から玄関までのアプローチ（昇り降りの有無など）家族（子ども、親、祖父母など）や親戚の家に近い同世代の人が住んでいる最寄り駅の鉄道利便が良い（駅が近い、最寄り駅が急行停車駅、本数が多い等）バス利便が良い（バス停が近い、バス便の本数が多い等）自動車利便がよい（広幅員道路に出やすい、前面道路が運転しやすい広さ、インターチェンジに近い等）スーパーの近くなど、買い物利便がよい銀行や郵便局の利便がよい幼稚園や保育園・児童館が近い、小・中学校が近い等、子育て支援・教育環境が整っている病院や福祉施設など、医療・福祉環境が整っている公園や緑地が多く、自然環境に恵まれている街並みや街の景観が良い寺社・仏閣などの歴史資源が豊かである治安が良い地震や津波等、災害危険性が少ない騒音や空気汚染が少ない坂が少ないその他

( n = 164 )

「最も重視する項目」で子育て・教育環境が最多
「重視する項目」の合計では全体と同様買い物利便性が最多「２番目までに重視する項目」合計では治安の良さが最多

満足度が低い
満足度が高い満足度が低い 街なみや治安の良さについて満足度が高い

○住民の住環境に関する満足度○住民の住環境に関する満足度○住民の住環境に関する満足度○住民の住環境に関する満足度（住民アンケート調査（平成27年度県住宅課実施）より） 自治会へのヒアリング調査では「中学校の教育水準の高さ」のため、新しく転入される子育て世帯が多いとの意見あり 子育て世帯は「子育て・教育環境」を最も重視するとのアンケート結果と合致している

※近畿圏における住み替え意向のある方に対するwebアンケート結果（平成27年度奈良県住宅課調べ）より集計。２０～４０代の既婚の子育て世帯のうち戸建住宅への住み替え意向がある世帯のみが対象。戸建て住宅ニーズは高く、新築にこだわらない世帯も多い
郊外住宅地の状況（生駒市あすか野地区の例）郊外住宅地の状況（生駒市あすか野地区の例）郊外住宅地の状況（生駒市あすか野地区の例）郊外住宅地の状況（生駒市あすか野地区の例） 子育て世帯（子育て世帯（子育て世帯（子育て世帯（※※※※）の住み替え意向）の住み替え意向）の住み替え意向）の住み替え意向
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ポイントポイントポイントポイント

○郊外住宅地は「駅からの近さ」「平地であること」「買い物のしやすさ」という面では条件が悪いところが多く、今後現実的な「住
み続けられる郊外住宅地」のあり方の検討を進める必要がある。

○しかし一方では「良好な住環境」が守られており、小中学校の人気が高い地域などもあるため、「行政サービス」も含めた地域の
住情報を発信することにより、子育て世帯の定住を促進し、コミュニティミックスを図っていく方向で検討を進めていきたい。■建物用途現況図（あすか野地区）

「買い物のしやすさ」：「買い物のしやすさ」：「買い物のしやすさ」：「買い物のしやすさ」：××××地域内のほとんどが戸建専用住宅であり、全く店舗等が立地していない部分が多い

郊外住宅地の状況郊外住宅地の状況郊外住宅地の状況郊外住宅地の状況

「駅からの近さ」：△「駅からの近さ」：△「駅からの近さ」：△「駅からの近さ」：△中心部から最寄駅（白庭台駅）までバスで約6分（高低差がきつく徒歩は困難）

「平地」：「平地」：「平地」：「平地」：××××地域内の高低差は約９５ｍ

住み続けられる郊外住宅地に向けた検討住み続けられる郊外住宅地に向けた検討住み続けられる郊外住宅地に向けた検討住み続けられる郊外住宅地に向けた検討

子育て子育て子育て子育て世帯の定住に向けた情報発信世帯の定住に向けた情報発信世帯の定住に向けた情報発信世帯の定住に向けた情報発信

☆暮らしを成り立たせる・毎日の食料品は移動販売車等を活用、多様な日用品の買い出し・通院等は乗り合いタクシー等（低額・いろいろな場所から乗り降り）を利用☆暮らしを楽しく豊かにする・歩いて行ける区域内に空家等を活用した小さなカフェ・集会所など、好きなときに集まり会話できる・地域内で家主が趣味を活かした店舗等を営み、家主も住民も健康に歩ける範囲内で楽しむ☆地域内で長く暮らす・空家等を活用したデイサービス・ヘルパーステーションで自宅内での暮らしを支える☆子育て世帯の流入を図る・空家等を活用した母子家庭向けシェアハウスや賃貸住宅で新たな子育て世帯の流入を促進

○「駅からの近さ」「平地」について物理的に解決することは困難であり、「買い物の

しやすさ」についても商圏等の問題から店舗の立地促進には限度がある。

○一方で高齢化が進み、地域で過ごす時間が長くなると「住宅」のみの地域では豊

かな暮らしが営めない。「住み続けられる」郊外住宅地のあり方について検討して

いく必要がある。【住み続けられる郊外住宅地のあり方（イメージ）】

○郊外住宅地は、「街なみの良さ」「治安の良さ」の住民評価が高く、「子育て・教育

環境」や「治安の良さ」を重視する子育て世帯にうまくＰＲできれば、定住を促進で

きる可能性。

○不動産事業者も、市町村の子育て支援策などの行政サービスの良さは、情報が

あれば売りになると考えており、こうした情報も含めて発信していくことが必要。

○行政サービス（学校・ゴミ出し・水道料金）、住生活に関する補助金情報等を全

県分閲覧できるようにすることで、移住地を探す子育て世帯等にＰＲ

○あわせて地域の魅力等を発信できる住宅フェア等の開催を検討

※地域内に多様な用途を導入するためには、建築基準法等の法的な規制面からの検討も必要
【地域の住情報の発信による子育て世帯の流入促進】

あすか野地区あすか野地区あすか野地区あすか野地区

人口構成グラフ人口構成グラフ人口構成グラフ人口構成グラフ

高齢化率３４％高齢化率３４％高齢化率３４％高齢化率３４％○年○年○年○年齢別人口構成齢別人口構成齢別人口構成齢別人口構成
(2010年：あすか野地区）年：あすか野地区）年：あすか野地区）年：あすか野地区）

県平均高齢化率（2010年） ２４％

住み続けられる住み続けられる住み続けられる住み続けられる郊外住宅地に向けた検討に郊外住宅地に向けた検討に郊外住宅地に向けた検討に郊外住宅地に向けた検討についてついてついてついて
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